エルシーブイFM第78回放送番組審議会
１．日時　　2020年2月12日（火）13時30分から14時30分

２．場所　　諏訪市四賀　エルシーブイ株式会社　本社
３．出席者　委員定数　6名

出席委員　4名      宮坂　徹 　　委員長
　　　　　　　　　　小野沢 弘夫　委員
前田　孝之　 委員
　　　　　　　　　　丸茂　大介　 委員
欠席委員　2名      佐久　秀幸　 副委員
宮坂　ちとせ 委員
放送事業者側　4名      吉澤　君弘　　代表取締役社長
大野　揚史　 専務取締役　
佐久　章展　 放送制作部部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小池　利幸　 放送制作部FM制作課長　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中島　裕子　 放送制作部FM制作課

　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．議事次第
　　・番組審議会　宮坂徹委員長より開会の挨拶
・「いざという時の安心ラジオ」について審議
　
5．議事の概要　
【審査番組】
災害時の際自治体からの情報をお伝えするための臨時災害放送局開局
情報伝達訓練に合わせた特別番組。
　　　仮設のスタジオを諏訪市役所1階ロビーに設けてお伝えしました。
　　　エルシーブイFMが自治体からの要請を受け、臨時災害放送局として
地域の皆さんへ自治体に集まった訓練被災状況、各市町村の防災に関する
取り組みなどを関係者の方々のお話を交えてお届けしました。
「いざという時の安心ラジオ」に関する、主な意見としては
　　・台風19号では情報伝達が足りない状況があったが、諏訪地域ではすぐに臨災局が
立ち上がるのは素晴らしい
　　・地域の人に聞いてもらいたい番組
　　・各市町村の防災に取り組んでいる人の話は良い情報だった
　　・各市町村の防災の取り組みを互いに学びあうことが地域情報の充実に繋がると感じた
　　・アプリでの文字情報の発信は聴覚障害の方にとって大事
　　・被災した人の声がアプリからメッセージを送ることによって、災害本部へ伝わると良い
　　・今後各地域の防災訓練とコラボしてみてはどうか
　　・正確に各市町村からの情報を得て発信することが出来るか情報収集方法を改めて
考えておく必要がある
・大規模災害時には、こういうラジオ放送をするということをもっと市民の人に
周知してほしい
　　・アプリがあるのを知らかった、周知が必要
アプリをダウンロードしてもらう工夫が必要
　　・若い人たちはラジオをあまり聞かないと思うので、アプリを知ってもらうことが必要
　　・子どもやお年寄りも聞くのでアナウンサーはゆっくり分かりやすく伝えてほしい
・盛りだくさんの内容で、防災についてもう一度考える機会になった
・実際の放送は情報の繰り返しになるので伝え方の工夫や、新しい情報が入ったら
分かりやすくしてほしい

　以上、各委員から多数のご意見を頂きました。
